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株主の皆様へ
　株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

　さて、2018年3月31日をもちまして、第45期（2017年4月1日から2018年3月31日まで）を終

了いたしましたので、ここに「第45期事業のご報告」をお届けし、事業の概況等につきましてご報

告申し上げます。

　今後とも変わらぬご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

2018年６月

Q. 当期（2018年3月期）を振り返っていかがで
したでしょうか？

A. 力強い体質づくりの効果が出てきました。

　当連結会計年度の業績は、売上高は前期比19.7％増の

38,513百万円、営業利益は同85.2％増の9,174百万円、

経常利益は同78.1％増の8,866百万円、親会社株主に帰属

する当期純利益は同94.5％増の5,544百万円となりました。

　弊社の取り組む市場は総じて好調に推移し、特に、エレ

クトロニクス市場においては、クラウド・ストレージサー

ビス、AIやIoT、自動車の電装化や高速通信網の整備など、

半導体を利用する製品の拡大とそれに伴う設備投資が活発

な年となりました。照明市場においては、一般照明のLED

化が一巡してきた一方、弊社が取り組む高輝度LED照明や

高演色LED照明は、小型化や光学設計に基づいた独自の

LED光源モジュールを搭載した機器が採用され、公共関連

施設等で全国に拡大し、宿泊施設や美術館等では設計・設

置施工が始まりました。さらに、他社に無い差別化製品の

開発、拡販活動、生産性の改善、先を見据えた物づくりを

実施してまいりました。その効果は徐々に表れ、結果に結

びついたと考えております。

代表取締役社長
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